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キリスト教講義　文学篇
キリスト教文学とは何か

教文館９階ウェンライトホール
（中央区銀座４-５-１）

2019年1月11日（金）
19時～20時20分
18時半開場、講演会終了後サイン会あり

ともに井上洋治神父の下で学び、精力的な活動を続けるお二人の初の対談集『キリス
ト教講義』（文藝春秋）が12月に上梓されました。今回の講演会では本書の刊行を記念
するとともに、アウグスティヌス、遠藤周作、ドストエフスキー、サン=テグジュペリらのテキス
トに潜む「コトバ」から、キリスト教文学の持つ魅力をお二人にお話しいただきます。

山本芳久（やまもと・よしひさ）

1973年生まれ。東京大学大学院総合文化
研究科准教授。専門は、哲学（西洋中世
哲学・イスラーム哲学）、キリスト教学。2018
年『トマス・アクィナス 理性と神秘』にて第
40回サントリー学芸賞を受賞。著書に『トマ
ス・アクィナスにおける人格の存在論』『トマ
ス・アクィナス 肯定の哲学』ほか。

若松英輔×山本芳久
（東京大学准教授）（批評家・随筆家）

若松英輔（わかまつ・えいすけ）

1968年生まれ。批評家・随筆家。東京
工業大学リベラルアーツ研究教育院教
授。2016年『叡知の詩学 小林秀雄と井筒
俊彦』にて第2回西脇順三郎学術賞を受
賞。2018年『見えない涙』にて第33回詩歌
文学館賞、『小林秀雄 美しい花』にて第
16回角川財団学芸賞を受賞。


